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東京電力が2022年9月に発表した2023年4月から供給開始
の新標準メニュー(+環境価値 )との料金比較
個別需要家で契約する場合の見積より、共同購入することで
さらに8.0%削減を獲得
再エネ比率30%、50％、100％から選択いただいた結果から
算定した平均割合 (高圧 /低圧、混在 )

15.3%

高圧2契約 合計約200kW 
提案プラン：固定単価型
（燃料調整費は旧一電と同等）
東京電力標準メニューからの削減額：
約180万円/年 

低圧1契約 本社ビル
提案プラン：固定単価型
（燃料調整費は独自の設計）
東京電力標準メニューからの削減額：
約8万円/年  

12.5%

首都圏内の事業所が対象です。（電力区分：特別高圧・高圧・低圧対象）
募集期間外での対応は事務局までご相談ください。
再エネ電力メニューへの切替検討を必須としています。(再エネ比率の選択可能 ) 
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参加登録から切替までの流れ

低圧の場合はスケジュールが異なり、高圧と比べて1か月後ろ倒しとなるスケジュールを
想定しています。
電力需給契約は、参加者と小売電気事業者の2者間で締結となります。

条件により、入札者を獲得できない場合があります。

首都圏再エネ共同購入PJでは、非化石証書の共同購入
事業を実施しています。非化石証書を調達することで、
現在の電力契約を変えずに、電力の実質再エネ化を図る
ことができます。詳細・お申込みは下記に掲載したWEB
サイトをご覧ください。


